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ナシ台木マンシュウマメナシに発生した灰色かび病
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千葉県原稲農場千葉分場（現千葉県農林総合研究セン

ター育種研究所果樹育稲研究室）では、県内の生産者に

ナシやビワ等千葉県の主要果樹の優良苗を配布する目的

で苗木の牛蒔奏行っている。ナシの苗木生産では、通常

ヤマナシやマメナシから種子を採取し、その実生を育て

て台木として使用する。現在、一般的に使用されている

台木はマンシュウマメナシ（Ｂｍ４ｓｂ鋤血砂b脆）である

（河瀬、1995)。本分場でもナシの台木としてマンシユ

ウマメナシのいくつかの品種を使用していたが、1997年

の春に下葉から上葉に向かって葉が黒変する原因不明の

症状が発生し、激しく発生した場合には地上部全体が枯

死した。その原因を明らかにする目的で、常法に従い菌

の分碓、元宿主への接稲、菌の再分離等病理学的研究

を行った。その結果、本病はＢＯ”jfscj”mPersoon：

FrieSによる新病害であることが明らかになったので、

ここにその結果を報告する。

Ⅱ材料及び方法

１．菌の分離

直径９cmのペトリ皿に素寒天（ＷＡ）培地を分注し、

平板培地とした。そこへ、枯死葉上に形成された分生子

を含む菌糸塊を火炎滅菌した抜髄針（大畑、1995）を用

いて画線移植し、２５℃暗黒下で１～２日間培養した。そ

して、発芽した胞子１個を火炎滅菌した抜髄針で寒天ご

と切り取り、ショ糖加用ジャガイモ煎汁寒天〈PSA）平

板培地へ移植し、単胞子分離菌とした。

一方、接種して発病した植物組織からの菌の再分離で

は、組織細片を１％次亜塩素酸ナトリウム液に浸潰する

ことにより滅菌後（大畑、1995)、または袈皮部分を無

菌的に剥離した後内部の組織細片を滅菌処理は行わない
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でＷＡ平板培地上に砥床したｃそして、２５℃暗黒下で培

養開始２～４日後に、伸長してきた菌糸先蝿部を火炎滅

菌した抜髄針を用いて単菌糸で切り、それを直径９cmの

ペトリ皿のPSA平板培地に移植し、単菌糸分離菌とした

（梅本、1995)。

これらの菌は、PSA斜面培地に移植し、菌株番号を付

けて保存菌株とし、以下の試験に供した。

２．分離菌の病原性の確浬

（１）『潤州マメナシ」に対する接菰賦験

マンシュウマメナシの発病部から単胞子分離した保存

菌を直径９cmのべトリ皿に移植した。そして、２５℃暗黒

下で１１日間培餐後、１５℃下で１５Ｗのプラックライトブル

ー（BLB）ランプを照射してさらに６日間培菱し、形成

された分生子を供賦した。分離菌を培養しているペトリ

皿に20mLの滅菌水を入れ、分離菌により分生子濃度が

3.5×１０５～4.5×106個／､Lとなるように懸濁液を鯛整

した。これらの懸濁液を、クロマトグラフィー用ガラス

製噴霧器を用いて本葉が２～３枚展開している「満州マ

メナシ」幼苗に噴霧接稲した。その後、直ちに高温度状

態を保つためにポリエチレン製の袋を被せ、約25℃に保

った室内の窓際で管理した。接種14日後に、接種部の腐

敗状況及び接種部における気中菌糸の発生状況を鯛査

し､接和部が腐敗している場合を病原性有りと判定した。

この接菰賦験ではｌ区１苗、３反復で行った。

（２）野菜類に対する接菰賦験

場内で栽培し、殺菌剤を散布していないキュウリ、ト

マト、シシトウおよびイチゴの各果実を供試した。『満州

マメナシ」への接稲賦験で病原性を示した６菌株（菌株

番号：Bot,1-2､BoL4､Bot､5,Bot､7-1,Bot､7-2､Bot､9-2）

を供賦し、PSA平板培地上で培養し、その菌叢をキュウ

リ、トマトおよびシシトウは花落ち部に、イチゴへは果

実の一部に、付傷または無傷で菌叢而が接するように張

りつけて接稲した。次に、これらの接稲果実を、底に滅

菌水で湿らせた猫紙を敷いたシール容器（300×155×

135mm）に入れ、約20℃の室内に保った。接種３～４日

後から腐敗の有無を観察していたが、接種７日後に接稲

部が腐敗している場合を病原性が有りと判定した。この

接稲賦験では１区１個体、２反復で行った。
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